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研究分野と研究自的
i生薬資源科学分野：：Pharmacognosy
薬用生物および伝統薬物の調査とそれらの遺伝学的、生薬学的、
成分化学的、薬理学的多様性の解析を行う。遺伝子多型に基づ
く和漢薬の同定法を開発する。
化学応用分野： NaturalProducts Chemistry 
和漢薬及びそれに関連する動植物の生理活性成分の分離、構造
解析を行うとともに、それらの有効成分の化学的合成法を開発
研究し、さらに化学講造と生理活性との棺関関係を究明する。
；薬物代謝工学分野： MetabolicEngineering 
和漢薬の薬効発現に関与する腸内細菌およびその遺伝子の解
明。抗エイズ、抗C型肝炎ウイノレス薬の開発研究。霊芝、揮芝
などの担子菌類の薬効評舘。
z複合薬物薬理学分野： MedicinalPharmacology 
和漢薬の薬効に関する計量薬理学的な評価およびその作用機
序と作用本体の解明を行うとともに、和漢薬が薬効を発現する
生体の病態生理を解析する。
；靖態生化学分野：：PathogenicBiochemistry 
和漢薬効果に対応する体質（遺伝的要因）ならびに病態に対す
； る和漢薬の効果を遺伝学、生化学、分子生物学ならびに免疫学
など多面的に解析する。
；清北管生理学分野： GastrointestinalPathophysiology 
消化管疾患、特に腸管免疫性疾患の病園および病態形成機序を
解明し、それに基づき和漢薬等を含めた新規治療薬の創出を目
指すむ
；彊常性機能解析分野（客員） : Analysis of Homeostasis 
免疫疾患のうち、特にアレルギーと自己免疫疾患に焦点を当て、
治療薬の基礎的検索と発症の分子的機構の解明を試みる。
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5. 和漢薬製剤開発部門（寄）
豆ampo・pharmaceutics
教授 鹿野美弘
；臨床利用分野： ClinicalApplication 
天然薬物（特に魚油中の EPA，間的の作用機序の解明とその議
床利用。末棋での炎症反応に起国する脳機能の変化を病態とし
てとらえ、これを標的とした和漢薬の新規作用機序を明らかに
する。
；経験が重視される漢方匿学富有の診断体系を基礎的および臨床
；的研究により客観化するとともに普遍的な教育カリキュラムを
. j確立する。
和漢薬資源、とその製剤を開発する基礎研究と漢方医療情報研究
を通して地域連携研究と県民の鍵康福祉に貢献する。
6. 附属民族薬物研究センタ－ j世界各地の民族薬物の薬効評伍及びその有効成分の解析並び
：に伝統医薬の医療文化・経済に関する研究を推進する。豆esearchCenter for Ethnome 
；薬効解析部 Divisionof Biofunctional Evaluation 
センター長 門田重利（併任） ！ 畏族薬物の薬能解析（機語解析〉に関する研究及び産学官・地
域連携共同研究の推進業務を行う。民族薬物資料館！小松かっ子（併任〉
舘長
助教授
助手
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（寄〉：寄附部門
外国人客員部 Divisionof Visiting Professors 
横j畢iを子 ； 外国人研究者を招聴い民族薬物に関する文献学的・生薬学的
東田千尋 l 情報の整理と分析及び民族薬物に関する化学的・薬理学的研究
Suwidjiyo Pramono を遂行する。
Bambang Prajogo j国際共同研究部Divisionof International Cooperative 
E.W. j Researches 
Mangestuti Agil 
舘jfl 明希子（COE)I 
伝統薬物・薬用植物に関する国捺的共同研究の推進することを
自的に，①タイ国との拠点大学方式による交流事業，②ミャン
マー冒との海外協力事業，及び③北京大学薬学院との共同研究
拠点（InternationalCollaboration Center for Conservation and 
Efficient Utilization of Medicinal Resources）事業を展開する。
；畏族薬物資料鐘Museumof Materia Medica 
t世界の諸民族の伝統薬物を蒐集、保存、展示するとともに、そ
れらの学術情報を収載したデータベースを構築し、伝統薬物に
関する共同研究を推進するG
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